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研究成果の概要（和文）： 本研究の成果として，Web 動画像・音楽メディアを対象とした

感性自動分析・個人化・配信システムを構築し，Web 上の実データを対象としたメディア

処理機構として公開した．特筆すべき成果として，Web 分野における国際会議である

ICIW2012 (The Seventh International Conference on Internet and Web Applications 
and Services) において，実現したシステムに関するデモンストレーション発表を行い，

Best Papers Award を 2 件受賞した．本研究の国際的展開として，スロベニア・リュブリ

ャナ大学，フィンランド・タンペレ工科大学との間において，感性自動分析・個人化・配

信システムの国際共同研究を行った． 
 
研究成果の概要（英文）： The principal investigator has developed KANSEI-based 
media analysis/personalization/dissemination system for video and audio data on the 
web. The principal investigator has implemented and published a practical system 
software applicable to the real data on the web. In ICIW2012 (The Seventh 
International Conference on Internet and Web Applications and Services) which is a 
prominent international conference in the web applications, the principal investigator 
has received two Best Papers Awards. As international deployment of this research, 
the principal investigator has organized an international joint research of the 
KANSEI-based media analysis/personalization/dissemination system among Tampere 
University of Technology in Finland and University of Ljubljana in Slovenija. 
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１．研究開始当初の背景 

ネットワークの広帯域化，および，広帯域
ネットワーク上での CGM （ Customer 
generated Media）の共同作成・公開の普及
とともに，ストーリ性を有するメディアコン
テンツ群（動画像，音楽）が，ウェブ上に大
量に作成され，共有されるようになっている．
これらのストーリ性を有するメディアコン
テンツを対象とした既存の分析・検索・可視

化システムおけるストーリ分析・配信の実現
手法は，主に二種類に分類できる． 
第一の手法は，メディアデータの物理的な

信号の変化（動画の場合は，映像中の物体の
動きや急激なシーンの変化，テレビ番組のテ
ロップなど）を検出し，映像のストーリを認
識するものである．例えば，スポーツ中継映
像のハイライトシーンを，テロップ情報から
自動抽出する手法が挙げられる． 
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第二の手法は，人間がアップロードされる
映像群を閲覧し，ストーリ変化に関するメタ
データを付与するものであり，既に，
MPEG-7 などの国際規格が策定されている．
第一の手法は，予め設定した信号の変化を機
械の自動判別機能により判断できるが，コン
テクストに応じた印象・意味を考慮しないた
め，利用者の感性的嗜好に応えることは出来
ない．第二の手法は，人手によるメタデータ
付与のコストが高く，ウェブ上の大規模メデ
ィアデータに適用することはできない．また，
メディアデータの利用者がメタデータを自
由に付け加えるソーシャルタギングでは，利
用者間のストーリ解釈の違いがメタデータ
に強く影響するため，ストーリ変化を考慮し
た分析・推薦には適用できない． 

このような状況において，重要な技術開発
点は，利用者群の感性的嗜好とコンテンツの
特徴量との関連性の自動計量による，ストー
リ変化のコンテクストに応じた情報獲得・可
視化の実現である． 
 
２．研究の目的 

本研究では，動画像・音楽データを対象と
し，それらを多様なコンテクストを持つ時系
列メディアデータとして捉え，感性分析によ
るコンテクストの自動抽出により，利用者の
個人的嗜好に応じた感性計量処理を伴う自
動的なメディア配信を行う“動画・音楽メデ
ィア感性自動分析・個人化・配信システム”
を実現する．本研究の特色は，時間的な内容
の変化を伴い，感性的な視点からの情報獲得
が困難であったメディアデータから，その特
徴を表す感性メタデータを配信対象である
個人の嗜好に応じて自動抽出し，得られたメ
タデータを用いた関連性の計量機能による
情報獲得を実現する点にある．本システムは，
今後発展が期待されるコンテンツのネット
配信を前提として，個人の感性に合致する情
報の自動配信環境を実現する，新しいメディ
ア獲得の可能性を広げるコンテンツ流通基
盤として位置付けることができる． 
 
３．研究の方法 

本研究は、“動画・音楽メディア感性自動
分析・個人化・配信システム”の基本モデル
を設計し，次の具体的な 3機能を確立し，個
人の感性的嗜好に合致する対象の自動配信
のためのコンテンツ流通基盤を実現する． 
①コンテンツ印象分析基盤機能：色彩印象コ
ンテクストを識別可能な動画像感性分析機
能，および，調性に応じた音楽の印象に関す
る印象コンテクストを識別可能な音楽感性
分析機能を実現する． 
②感性パーソナライゼーション・自動推薦機
能：個人の感性的嗜好に合致するよう，前述
の色彩印象空間および音楽感性空間を対象

とした個人化検索・配信技術を開発する． 
③ライブ・コンテンツ対象ストリーミング印
象分析機能：新着メディアデータの総数に応
じて，分析対象とする時間的粒度 (例えば，
動画像を対象とする場合はフレーム数，音楽
データを対象とする場合は，小節数が時間的
粒度である)を増減させる機能を実現する． 
本研究は，利用者の個人的嗜好に応じた感

性計量処理を伴う自動的なメディア配信を
行う“動画・音楽メディア感性自動分析・個
人化・配信システム”構築のための方法論の
確立と共に，実際の時系列メディアデータ
（動画像・ライブ動画像・音楽）を対象とし
た実用的レベルのマルチメディア配信シス
テム環境の公開を目的としている．実応用環
境を想定した実証実験を行い，本研究の有効
性を明らかにする． 
 
４．研究成果 
研究代表者は，利用者の個人的嗜好に応じ

た感性計量処理を伴う自動的なメディア配
信を行う“動画・音楽メディア感性自動分
析・個人化・配信システム”を実現する．「動
画像・音楽データ対象アクティブ・感性マル
チメディア配信システム環境の実現」に関す
る研究課題として，研究代表者は，ストーリ
の変化を有する動画像・音楽データの印象分
析を伴った検索・配信を実現し，個人の感性
的嗜好に合致する対象の選択的自動配信環
境を構築する新しいメディア情報獲得・集約
機能を有する，新たな動画像・音楽自動手分
析・検索システムを開発した．本システムは，
時間軸に沿って，動画像のフレームの印象特
徴ベクトルを生成し，一つの動画像を一つの
行列としてモデル化することが出来る（図1）． 
 

 
図 1 時間軸に沿って，動画像のフレーム
の印象特徴ベクトルを生成し，一つの動画
像を一つの行列としてモデル化 
 
本システムの利用者は，好みの動画像デー

タをクエリとして入力することにより，「入
力動画像と全体的に印象が類似する動画像
の検索」や，「入力動画像と局所的な演出方
法の印象が類似する動画像の検索」といった
検索意図を，サンプル動画像の入力という簡
単な操作を介してシステムを伝えることが
でき，自らの興味や嗜好に合わせて動画像を



ランキング，可視化し，獲得することが出来
る．得られた研究成果を、次の３項目として
示す。 

 
● 成果１：応用システム構築として，本研
究によるストーリ分析手法を応用し，検索語
と検索語の関係を「言葉の地図」としてダイ
ナミックに可視化する応用システムを開発
した（図２）．本システムにより，スマート
フォンやタブレット端末などのタッチパネ
ルから，検索エンジンへの入力を容易にする
ことが可能となる．また，本研究による色印
象分析手法を応用し，電子書籍などの視覚的
なデータを対象とした新たな検索システム
を開発した（図３）．本システムは，利用者
がラフなスケッチと色合いを選択すると，シ
ステムが“エディトリアル・デザイン”と呼
ばれるレイアウトと配色の知識を用いて，利
用者の意図したクエリを解釈・拡張し，高度
なデザインによる問い合わせを容易に実行
可能とした． 
 

 
図 2 応用システム 1： 検索語と検索語
の関係を「言葉の地図」としてダイナミック
に可視化する応用システムの動作例 
 

 
図 3 応用システム２： 利用者がラフな
スケッチと色合いを選択すると，システム
が“エディトリアル・デザイン”と呼ばれ
るレイアウトと配色の知識を用いて，利用
者の意図したクエリを解釈・拡張し，高度
なデザインによる問い合わせを可能にす
るシステムの動作例 
 
● 成果２： 本システム実現に関する学術

的成果として，４件の国際論文誌発表（査読
有り），１３件の国際学会発表（査読有り），
４件の国内学会発表（査読無し）を行った．
特筆すべき成果として，国際会議の発表のう
ち，2 件の論文が，Web 技術に関する国際学
会 ICIW2012 （ 第 7 回  International 
Conference on Internet and Web 
Applications and Services）にて，Best 
Papers Award を受賞し，国際的に高く評価さ
れた．  
 
● 成果３：スロベニア・リュブリャナ大学
の Ana Šaša 博士との間での感性時系列メデ
ィア・ハブの共同研究として，具体的なシス
テム構築を行い，１件の国際論文誌発表（査
読有り）を行った．また，フィンランド・タ
ンペレ工科大学の Pekka Sillberg 研究員，
および，Petri Rantanen 研究員との間で，本
研究に関する感性分析処理性能評価実験を
行い，1 件の国際論文誌発表（査読有り）を
行った．  
 
具体的には，次の（A）～（F）の研究項目

を実施し，本研究の評価として，実証実験１
～３を実施した．  
 
(A) 動画像・音楽データを対象とした印象特
徴量の自動分析技術の開発： ネットワーク
上に流通する多種多様な動画・音楽データを
対象とし，利用者の嗜好に合致する感性コン
テクストを有するメディアデータを抽出す
る動画像・音楽対象感性分析機能を実現した
（図４）．この機能は，色彩感性特徴語セッ
トを定義することにより，時間軸に沿って動
画像の印象特徴量を分析することが出来る． 
 

 
図 4 色彩感性特徴語セットを定義する
ことにより，時間軸に沿って動画像の印象
特徴量を分析 

（B） 動画像・音楽データのコンテンツ印象
変化に応じた検索技術開発： 本研究では，
既存の任意の動画像・音楽メディアデータを
組み合わせて動画・音楽メディアデータを検
索する，時系列クエリ生成環境を実現した． 

（C） コンテンツ印象変化の可視化技術の開
発： 本研究開発では，動画像・音楽データ
の感性的な特徴を可視化し，メディアデータ



における時間軸に沿った印象の変化を視覚
的に確認しながら，メディアデータの選択・
鑑賞を可能とする機能を実現した（図５，図
６）．  
 

 
図 5 動画像ストリームの特定箇所にお
いて局所的に強い相関を示す印象特徴量
の時系列変化を可視化 

 
図 6 動画像ストリーム全体において支
配的な印象特徴量の時系列変化を可視化 

（D） ユーザの個人的感性に応じた動画像・
音楽メタデータ自動生成技術の開発： 利用
者のメディアデータの視聴履歴，および，利
用者が有するメディアデータ群をコンテク
ストとして，各利用者に対応する個人化感性
空間を生成する機能を実現した．利用者毎に
異なる感性ベクトル空間を構築することに
より，利用者の感性的嗜好の個人差を計量し，
個人の感性的嗜好に応じた感性メタデータ
を生成することが出来る． 

（E）Web 動画像・ライブ動画像・音楽メディ
アの個人化感性メタデータを用いたリコメ
ンデーション技術の開発： 利用者がPCや
携帯情報端末上に蓄積した動画像・音楽デー
タ，および，それらの視聴履歴を対象として，
利用者の感性的嗜好を自動的に分析し，利用
者の視聴特性と時系列メディアデータから
抽出した感性的特徴量との関連性を計量す
ることにより，利用者個人の感性的嗜好に応
じた動画像・音楽の自動推薦を行う感性個人
化・推薦機能を実現した． 

（F）動画到着量に応じて動的に分析精度を
制御する分散並列型感性メディア分析フレ
ームワークの開発： 新着メディアデータの
総数に応じて，分析対象とする時間的粒度 
(例えば，動画像を対象とする場合はフレー

ム数，音楽データを対象とする場合は，小節
数が時間的粒度である)を増減させる動的
LOA(Dynamic Level of Analysis)技術を開発
した． 
 
（実証実験 1） 実際のオンライン動画像共有
サイトを対象として感性分析・個人化・配信
を適用する動画・音楽メディア感性自動分
析・個人化・配信システムを構築し，大規模
動画メディアデータの分析・検索・自動配信
機能を有する，感性的特徴に応じた大規模動
画像・音楽メディア配信機構を構築し，本シ
ステムの有効性を検証した． 
 
（実証実験 2）ライブ・ストリーミング中継
サービスからリアルタイムに取得される動
画像・音楽データを対象とした感性自動分
析・個人化・配信システムを構築し，大規模
ライブ動画像データを対象として，感性特徴
量に応じた大規模ライブ動画像・音楽メディ
ア配信機構を実現する．本機構を用いて，実
際に，ライブ・ストリーミング映像を対象と
した完成分析・個人化・配信実験を行い，本
システムの有効性を検証した． 
 

 
図  7 スロベニア・リュブリャナ大学 
Ana Šaša 博士との共同研究成果 
 
（実証実験 3）動画・音楽メディア感性自動
分析・個人化・配信システムの国際的共同研
究環境として，スロベニア・リュブリャナ大
学の Ana Šaša博士との間での感性時系列メ
ディア・ハブの共同研究として，具体的なシ
ステム構築を行った（図７）．また，フィン
ランド・タンペレ工科大学の Pekka Sillberg
研究員，および，Petri Rantanen 研究員との
間で，本研究に関する感性分析処理性能評価
実験を実施した． 
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